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論　
　
　
　

文

　
　

感
化
教
育
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

―
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
の
洗
礼
式
と
洗
足
式
に
注
目
し
て
―

二　

井　

仁　

美

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
奈
古
屋
登
槌
（
一
八
七
二
年
一
〇
月
一
〇
日

－

一
九
六
三
年
一
月
二
一
日
）
が
校
長
を
務
め
る
感
化
院
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原

学
校
（
現
県
立
若
駒
学
園
）
に
お
い
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
さ
れ
て
い
た
洗
礼
式
や
洗
足
式
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
儀
式
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
一
般
的
に
は
近
代
天
皇
制
下
に
お
い
て
公
教
育
の
場
で
排
除
・
弾
圧
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
が

ち
な
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
儀
式
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
の
県
立
感
化
院
に
お
い
て
行
わ
れ
得
た
の
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
。
結
論
を

や
や
先
回
り
し
て
言
え
ば
、
こ
の
問
題
を
通
し
て
、
近
代
日
本
の
感
化
教
育
の
特
質
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。

　

感
化
院
は
、
親
権
を
適
切
に
果
た
す
者
が
い
な
い
状
態
に
あ
っ
て
「
遊
蕩
又
ハ
乞
丐
ヲ
為
シ
若
ハ
悪
交
」
あ
る
者
な
ど
に
教
育
を
与
え

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
感
化
法
（
一
九
〇
〇
年
法
律
第
三
七
号
）
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
、
現
在
の
児
童
自
立
支
援
施
設
の
ル
ー
ツ
に
あ
た

る
児
童
施
設
で
あ
る
。
欧
米
の
情
報
に
触
発
さ
れ
一
八
八
三
年
に
日
本
で
最
初
の
感
化
院
池
上
感
化
院
が
設
立
さ
れ
た
後
、
感
化
法
制
定

ま
で
に
一
〇
施
設
以
上
が
開
設
さ
れ
た
。
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そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、霊
南
坂
教
会
牧
師
で
あ
っ
た
留
岡
幸
助
（
一
八
六
四

－

一
九
三
四
）
が
一
八
九
九
年
に
設
立
し
た
家
庭
学
校
は
、

近
代
日
本
に
お
け
る
感
化
教
育
史
に
画
期
を
も
た
ら
し
た
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
二
ヶ
年
に
わ
た
る
監
獄
や
児
童
施
設
の
研
究
を
踏
ま

え
、
そ
れ
以
前
の
日
本
に
お
け
る
感
化
院
の
監
獄
的
拘
禁
機
能
を
払
拭
し
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
立
ち
教
職
員
と
生
徒
が
「
愛
」
で
結
ば

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
故
に
開
放
処
遇
を
導
入
し
た
。
開
放
処
遇
の
発
想
は
、
感
化
法
制
下
で
開
設
さ
れ
た
多
く
の
感
化
院
に
導
入
さ
れ

た
。
彼
は
家
庭
学
校
創
設
以
前
に
、
大
審
院
元
総
長
三
好
退
蔵
と
東
京
感
化
学
校
創
設
を
計
画
し
た
が
、
同
じ
く
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り

な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
標
榜
が
学
校
経
営
に
有
効
で
な
い
と
判
断
し
た
三
好
と
の
見
解
の
相
違
に
よ
り
計
画
は
頓
挫
し
た
。
後
に
霊
南

坂
教
会
信
徒
な
ど
の
協
力
者
を
得
て
み
ず
か
ら
設
立
し
た
家
庭
学
校
で
は
、「
本
校
生
徒
教
養
ノ
方
法
ハ
専
ラ
職
業
ヲ
授
ケ
加
フ
ル
ニ
徳

育
、
智
育
、
体
育
及
宗
教
ヲ
以
テ
ス　

但
シ
宗
教
ハ
基
督
教
ニ
依
ル
」
（
１
）

こ
と
が
「
家
庭
学
校
概
則
」
に
明
記
さ
れ
、「
日
曜
日
及
大
祭
祝

日
ハ
本
校
ノ
休
日
ト
シ
日
曜
日
ハ
道
徳
ヲ
講
修
シ
上
帝
ヲ
礼
拝
ス
ル
ヲ
主
ト
シ
大
祭
祝
日
ハ
特
別
ノ
集
会
ヲ
開
キ
忠
君
愛
国
ノ
精
神
ヲ
涵

養
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
定
め
た
。
日
課
に
は
礼
拝
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
新
農
村
創
設
を
め
ざ
し
て
一
九
一
四
年
に
北
海
道
紋
別
郡
上
湧

別
村
（
現
遠
軽
町
）
に
北
海
道
農
場
及
び
北
海
道
分
校
を
開
設
し
た
際
に
も
、
創
設
五
年
を
記
念
し
て
礼
拝
堂
を
建
設
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
標
榜
す
る
民
間
感
化
院
家
庭
学
校
に
お
い
て
も
、
洗
礼
式
や
洗
足
式
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
公
立

感
化
院
で
あ
る
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
に
お
い
て
、
洗
礼
式
お
よ
び
洗
足
式
等
の
行
事
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
往
の
近
代
日
本
感
化

教
育
史
研
究
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
言
及
が
な
い
事
実
で
あ
り
、
多
く
の
疑
問
が
生
じ
る
。
県
立
牧
ノ
原
学
校
は
ど
の
よ
う
な
感
化
院
で

あ
り
、
初
代
校
長
奈
古
屋
登
槌
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
。
洗
足
式
や
洗
礼
式
は
、
誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
場
面
で
誰
に
よ
っ
て
な

さ
れ
、
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
。
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
儀
式
が
県
立
施
設
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
。
県
は
、
こ
れ

ら
の
行
事
を
認
識
し
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
感
化
院
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
位
置
と

役
割
か
ら
考
察
さ
れ
る
近
代
日
本
の
感
化
教
育
の
性
格
を
示
し
た
い
。
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二　

牧
ノ
原
学
校
初
代
校
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
奈
古
屋
登
槌

（
一
）
大
阪
約
翰
学
園
理
事
奈
古
屋
登
槌

　

奈
古
屋
登
槌
は
、
一
八
七
二
年
一
〇
月
一
〇
日
、
萩
藩
八
三
石
の
武
家
で
あ
っ
た
奈
古
屋
與
一
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
八
九
〇

年
、
山
口
中
学
校
を
卒
業
後
、
山
口
高
等
中
学
校
に
進
学
し
、
一
八
九
三
年
、
家
業
に
従
事
す
る
た
め
に
退
学
し
、
養
蚕
お
よ
び
肥
料
学

の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
（
２
）

一
八
九
七
年
、
石
巻
肥
料
株
式
会
社
に
就
職
し
た
が
、
一
九
〇
一
年
に
は
退
職
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
大
阪
慈
恵
病
院
勤
務
を
経
て
、
一
九
〇
三
年
六
月
、
聖
公
会
の
大
阪
聖
約
翰
教
会
婦
人
会
が
大
阪
孤
女
院
と
し
て
開
設
し
た

大
阪
約
翰
学
園
の
理
事
に
就
任
し
た
。
同
婦
人
会
の
記
録
に
、「
慈
恵
病
院
に
在
勤
し
、孤
児
教
育
に
熱
心
な
る
奈
古
屋
登
槌
氏
を
頼
む
事（
３
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
大
阪
聖
約
翰
教
会
五
十
年
略
史
』
や
聖
公
会
の
『
基
督
教
週
報
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
一
五
年
の
間
、
奈
古
屋
は
、

大
阪
聖
約
翰
教
会
の
教
会
委
員
の
任
に
あ
り
、
（
４
）

ま
た
一
九
〇
四
年
に
は
大
阪
聖
約
翰
教
会
日
曜
学
校
副
校
長
に
就
任（

５
）す

る
と
共
に
、
同
教

会
の
読
書
倶
楽
部
委
員（
６
）を

務
め
る
な
ど
、
教
会
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
〇
六
年
の
『
基
督
教
週
報
』
に
よ
る
と
、

大
阪
約
翰
学
園
理
事
と
し
て
、
社
員
一
〇
人
と
共
に
児
童
二
四
人
の
教
育
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
。
（
７
）

し
か
し
、
彼
が
い
つ
、
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
に
接
し
、
洗
礼
を
受
け
た
の
か
、
ま
た
孤
児
教
育
に
い
か
な
る
関
心
を
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
（
８
）

　

奈
古
屋
は
、
一
九
〇
六
年
一
二
月
、
父
與
一
の
死
に
よ
り
家
督
を
継
承
し
た
が
関
西
で
の
仕
事
を
継
続
し
、
翌
一
九
〇
七
年
四
月
一
〇

日
に
は
、
和
歌
山
県
田
辺
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
保
姆
と
し
て
大
阪
約
翰
学
園
に
勤
務
し
て
い
た
中
瀬
あ
い
（
一
八
八
四
年
生
）
と
、

大
阪
聖
約
翰
教
会
長
老
早
川
喜
四
郎
の
司
式
、
堀
内
穰
お
よ
び
早
川
壬
生
與
の
立
会
の
下
、「
日
本
聖
公
会
法
規
」
に
基
づ
く
結
婚
式
を

挙
げ
た
。
（
９
）「

結
婚
式
案
内
状
」
に
は
、）

10
（

小
橋
実
之
助
夫
妻
や
大
阪
養
老
院
の
岩
田
民
治
郎
、
大
阪
孤
児
院
の
高
辻
猶
吉
、
林
歌
子
、
聖
バ

ル
ナ
バ
病
院
の
ラ
ニ
ン
グ
（Laning, H

enry

）、
皆
川
晃
雄
等
、
聖
公
会
関
係
者
の
人
々
を
中
心
に
一
〇
〇
名
以
上
の
名
前
が
記
さ
れ
て
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お
り
、
奈
古
屋
は
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
堺
市
テ
モ
テ
教
会
、
桃
山
、
上
福
島
な
ど
多
く
が
関

西
在
住
者
へ
の
案
内
で
あ
っ
た
が
、
萩
町
唐
樋
町
キ
リ
ス
ト
教
会
高
井
太
、
北
川
千
代
吉
、
陸
前
藤
井
銀
四
郎
夫
妻
、
東
京
築
地
神
学
校

山
崎
馨
な
ど
に
も
案
内
状
が
発
送
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
奈
古
屋
の
足
跡
の
手
が
か
り
を
得
る
上
で
も
興
味
深
い
。）

11
（

（
二
）
奈
古
屋
登
槌
と
早
崎
春
香
の
出
会
い

　

感
化
法
は
、
一
九
〇
八
年
に
改
正
さ
れ
、
府
県
に
感
化
院
設
置
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
内
務
省
は
、
感
化
法
の
全
国
施
行
の
準
備
を
兼

ね
、
第
一
回
感
化
救
済
事
業
講
習
会
を
國
學
院
大
学
に
お
い
て
開
催
し
た
。
同
年
九
月
一
日
か
ら
一
〇
月
七
日
の
三
六
日
間
二
五
科
目
、

一
一
六
時
間
に
わ
た
る
講
義
が
提
供
さ
れ
、
全
国
の
慈
善
事
業
従
事
者
や
宗
教
家
な
ど
受
講
者
三
四
〇
名
が
参
加
し
た
。

　

大
阪
約
翰
学
園
に
在
職
し
て
い
た
奈
古
屋
も
、
同
感
化
救
済
事
業
講
習
会
を
受
講
し
た
。）

12
（

後
年
、
こ
の
時
の
こ
と
を
奈
古
屋
は
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

始
マ
マ
め
て
恩
師
早
崎
先
生
の
御
講
義
を
拝
聴
し
、
全
く
事
業
に
対
す
る
目
が
開
い
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
児
童
を
信
じ

て
教
育
を
や
る
事
で
あ
り
ま
す
。
講
習
中
川
越
の
少
年
刑
務
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
先
生
は
当
時
埼
玉
県
の
典
獄
で
あ
り
ま
し
て
、

川
越
熊
谷
の
刑
務
所
は
先
生
の
管
轄
で
先
生
自
ら
教
育
を
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
行
っ
て
見
て
驚
い
た
の
は
、
少
年
囚
と
云
う
様
な

も
の
も
な
く
、
制
服
を
着
し
サ
ー
ベ
ル
を
が
ち
ゃ

ぐ
と
歩
行
す
る
様
な
人
は
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
共
視
察
者
を
門
前
に
整
列

し
て
迎
え
ら
れ
た
様
子
は
青
年
団
か
中
学
生
の
如
き
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。場
内
運
動
場
に
テ
ン
ト
を
張
り
音
楽
に
合
せ
て
教
師（
丸

腰
の
看
守
）
と
手
を
つ
な
い
で
遊
戯
を
す
る
と
云
う
わ
け
で
す
。
之
を
見
る
人
の
中
に
は
感
極
ま
っ
て
涙
を
催
す
も
の
も
あ
っ
た
と

云
う
状
態
で
す
。
休
憩
所
で
青
年
自
作
の
甘
薯
の
御
饗
応
に
預
り
ま
し
た
。
お
茶
の
給
仕
は
乃
ち
生
徒
で
す
。
其
の
動
作
と
云
い
言

葉
遣
い
と
言
い
普
通
の
中
学
生
と
何
も
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
り
に
は
皆
々
門
前
迄
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
先

－4－



日
の
先
生
の
御
講
話
が
全
く
生
き
て
動
い
て
居
る
の
で
す
。
私
共
全
員
一
同
之
れ
な
る
か
な
之
れ
な
る
か
な
こ
れ
で
こ
そ
講
習
会
へ

来
た
甲
斐
が
あ
つ
た
と
、
喜
ん
だ
様
な
事
で
す
。）

13
（

　

感
化
救
済
事
業
講
習
会
の
講
義
は
、
法
学
博
士
桑
田
熊
蔵
「
救
済
ノ
意
義
」、
司
法
省
民
刑
局
長
平
沼
騏
一
郎
「
泰
西
ニ
於
ケ
ル
感
化

救
済
事
業
」、
渋
沢
栄
一
「
感
化
事
業
ノ
方
法
ト
感
化
ノ
程
度
」、
司
法
省
監
獄
局
長
小
山
温
「
監
獄
行
政
ト
感
化
事
業
」、
貴
族
院
議
員

伊
沢
修
二
「
少
年
犯
罪
者
ト
其
特
殊
矯
正
法
」、
浦
和
監
獄
典
獄
早
崎
春
香
「
少
年
犯
罪
者
ノ
訓
育
」、
滝
野
川
学
園
長
石
井
亮
一
「
白
痴

教
育
実
験
談
」、
家
庭
学
校
長
留
岡
幸
助
「
感
化
事
業
ト
其
管
理
法
」
等
、
多
彩
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
奈
古
屋
は
、
早
崎
春
香
（
一
八
六
〇

－

一
九
二
四
）
が
講
義
で
示
し
た
理
論
と
、
そ
れ
を
現
実
に
展
開
す
る
川
越
児

童
保
護
学
校
の
状
況
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

　

早
崎
春
香
は
、
浦
和
監
獄
（
後
に
埼
玉
監
獄
）
典
獄
時
代
に
、
同
監
の
川
越
お
よ
び
熊
谷
の
特
設
幼
年
監
を
児
童
保
護
学
校
と
称
し
、

そ
こ
で
徹
底
し
た
教
育
的
処
遇
を
模
索
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
先
駆
性
故
に
司
法
省
か
ら
排
斥
さ
れ
、
鹿
児
島
監
獄
典
獄
に
更
迭
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
兵
庫
県
が
、
改
正
感
化
法
施
行
を
受
け
て
開
設
す
る
こ
と
と
し
た
県
立
感
化
院
土
山
学
園
の
園
長
に
、
早
崎

を
招
い
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
奈
古
屋
は
、
講
習
後
、
大
阪
に
戻
り
孤
児
の
教
育
に
従
事
し
て
い
た
が
、「
児
童
教
育
上
の
意
見
を
教
会
の
牧
師
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
宣
教
師
等
と
異
に
し
学
園
を
去
」
る
に
い
た
る
。）
14
（

退
職
時
に
は
、「
本
会
附
属
聖
約
翰
学
園
理
事
と
し
て
来
任
以
来
八
ヶ
年
間
其
事
業

の
経
営
拡
張
の
為
多
大
の
御
尽
力
」）

15
（

を
し
た
と
感
謝
状
と
金
五
〇
円
を
贈
ら
れ
て
お
り
、
奈
古
屋
の
働
き
に
は
一
定
の
評
価
も
な
さ
れ
て

い
た
。

　

そ
の
後
、
奈
古
屋
は
「
八
幡
の
円
福
寺
と
云
ふ
禅
宗
の
専
門
道
場
で
座
禅
修
業
に
専
念
」）

16
（

し
た
が
、
程
な
く
大
阪
博
愛
社
理
事
小
橋
実

之
助
が
、
奈
古
屋
を
土
山
学
園
に
「
世
話
し
た
い
」
と
働
き
か
け
た
の
で
あ
る
。）
17
（
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一
九
一
〇
年
一
〇
月
六
日
、
土
山
学
園
を
訪
問
し
た
奈
古
屋
は
、）

18
（

早
崎
に
再
会
し
、
翌
一
九
一
一
年
九
月
二
八
日
、
兵
庫
県
立
土
山
学

園
の
授
業
手
に
採
用
さ
れ
、
一
九
一
八
年
四
月
二
〇
日
に
退
職
す
る
ま
で
同
学
園
で
子
ど
も
の
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
三
）
兵
庫
県
立
土
山
学
園
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒　

　

奈
古
屋
は
、
土
山
学
園
に
お
い
て
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
職
員
で
あ
っ
た
。
奈
古
屋
に
つ
い
て
、
同
学
園
の
創
立
三
〇
周
年
誌
は
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　

此
の
人
は
仏
教
も
深
く
研
究
し
、
曾
て
は
僧
侶
生
活
を
し
た
経
験
も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
て
居
ら
れ
た
が
、
宗
教
や
哲

学
を
も
知
り
、
殊
に
日
本
国
体
に
つ
い
て
も
理
解
の
あ
る
人
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
初
め
て

其
の
家
庭
（
第
八
号
家
庭
）
だ
け
で
生
徒
に
も
日
曜
学
校
を
始
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
話
を
し
て
聞
か
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、

都
合
よ
く
行
く
と
云
ふ
の
で
次
に
も
一
人
同
じ
信
仰
の
人
が
採
用
せ
ら
れ
て
、
二
家
庭
だ
け
で
聯
合
し
て
日
曜
学
校
を
開
い
て
居
ま

し
た
。
一
面
読
書
会
の
一
つ
の
仕
事
と
し
て
、
聖
書
の
研
究
を
初
め
ま
し
た
。
先
生
の
御
考
へ
で
は
、
や
は
り
之
も
古
事
記
を
研
究

し
た
後
で
、
世
界
の
文
明
国
に
最
も
勢
力
の
あ
る
宗
教
を
研
究
し
て
を
く
の
は
、
信
仰
す
る
と
否
と
に
拘
は
ら
ず
将
来
職
員
の
子
弟

を
教
育
し
て
英
語
な
ど
読
ま
し
む
る
に
も
、
聖
書
を
知
ら
ざ
れ
ば
解
し
難
き
こ
と
あ
れ
ば
実
益
の
点
か
ら
見
て
も
善
い
こ
と
で
あ
る

と
し
て
で
し
た
。

　

そ
し
て
其
の
一
面
に
は
中
島
文
学
博
士
が
東
洋
倫
理
の
頭
で
研
究
せ
ら
れ
た
実
践
倫
理
を
も
読
書
会
の
一
科
と
し
て
併
せ
て
講
究

し
た
の
で
す
か
ら
、
純
日
本
思
想
の
古
事
記
、
孔
教
を
基
と
す
る
東
洋
倫
理
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
、
哲
学
と
し
て
は
ソ
ク
ラ
テ
ー

ス
、
プ
ラ
ト
ン
全
集
の
思
想
が
、
土
山
学
園
読
書
会
の
教
科
目
に
な
っ
て
居
ま
し
た
か
ら
立
派
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
風
に
初
め
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
家
庭
だ
け
が
日
曜
学
校
を
開
い
た
の
で
す
が
、
後
に
は
学
園
全
体
の
職
員
も
生
徒
も
日
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曜
学
校
に
出
席
し
、
宗
教
の
儀
式
の
席
に
も
列
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。）

19
（

　　

こ
の
よ
う
な
経
過
の
な
か
で
、
奈
古
屋
は
、
土
山
学
園
で
児
童
と
寝
食
を
共
に
す
る
生
活
を
し
な
が
ら
学
園
の
「
宗
教
教
育
担
当
」
と

い
う
立
場
と
な
る
。

　

日
本
聖
公
会
大
阪
聖
約
翰
教
会
の
一
九
一
五
年
の
文
書
に
は
「
地
方
並
海
外
在
住
会
員
」）

20
（

と
し
て
「
兵
庫
県
土
山
学
園
奈
古
屋
登
槌
、

同
あ
い　

高
橋
五
マ
マ
之
輔
、
同
ツ
子
」
の
名
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
述
の
な
か
で
「
次
に
も
一
人
同
じ
信
仰
の
人
が
採
用
」
さ
れ

た
と
あ
る
の
は
、
大
阪
聖
約
翰
教
会
の
信
徒
で
あ
る
高
橋
吾
之
輔
夫
妻
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

土
山
学
園
で
採
用
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
は
、
奈
古
屋
を
嚆
矢
と
し
、
高
橋
夫
妻
（
一
九
一
二

－

一
九
二
三
年
勤
務
）、
佐
藤
利
雄
・

政
子
夫
妻
（
一
九
一
八

－

一
九
二
六
勤
務
後
、鳥
取
県
奨
徳
学
校
長
）、日
比
野
金
次
郎
・
春
子
夫
妻
（
一
九
二
一
年
よ
り
勤
務
）、永
井
貞
雄
・

し
げ
を
夫
妻
（
一
九
二
〇

－

一
九
二
二
年
勤
務
後
、
伝
道
者
）、
林
清
光
・
ミ
ネ
夫
妻
（
一
九
二
二

－

一
九
三
〇
年
勤
務
）
な
ど
が
い
る
。

創
設
以
来
三
〇
年
（
一
九
四
〇
年
ま
で
の
）
間
で
採
用
さ
れ
た
職
員
一
〇
五
名
中
、
少
な
く
と
も
一
二
名
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た）

21
（

。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
生
徒
を
分
け
て
生
活
さ
せ
る
家
族
舎
制
を
採
用
す
る
感
化
院
で
あ
っ
た
土
山
学
園
で
は
、
奈
古
屋
夫
妻
が
営
む
家

庭
で
開
始
さ
れ
た
日
曜
学
校
が
学
園
全
体
に
広
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
四
）
兵
庫
県
立
土
山
学
園
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教　

　

土
山
学
園
は
県
立
の
感
化
教
育
施
設
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
に
根
ざ
し
た
形
で
の
日
曜
学
校
が
開
催
さ
れ
得
た
の
は
何
故
で

あ
ろ
う
か
。
土
山
学
園
が
県
庁
所
在
地
か
ら
離
れ
た
明
石
の
地
に
あ
り
、
県
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
可
能
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

兵
庫
県
立
明
石
学
園
に
残
さ
れ
た
史
料
に
よ
る
と
、
当
該
行
事
は
県
に
内
緒
で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
正
式
に
報
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告
さ
れ
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
一
九
一
七
年
一
一
月
二
八
日
に
園
長
早
崎
春
香
が
県
に
提
出
し
た
文
書
は
、「
家
庭
宗
教
ト
園
児
ト
ノ
干
マ
マ
係
」
と
し
て
、

「
入
園
願
入
ニ
対
シ
学
園
ニ
テ
ハ
宗
教
々
育
ノ
教
科
書
ト
シ
テ
聖
書
ヲ
読
マ
ス
ル
ガ
差
支
ナ
シ
ヤ
」
と
保
護
者
に
問
い
、「
未
タ
差
支
ア
リ

ト
答
ヘ
タ
ル
保
護
者
ナ
シ
」）

22
（

と
報
告
し
て
い
る
。
入
園
者
の
保
護
者
に
も
県
に
も
学
園
全
体
の
「
宗
教
々
育
の
教
科
書
」
と
し
て
聖
書
を

採
用
し
て
い
る
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
文
書
で
は
「
日
曜
学
校
ノ
状
況
」
と
題
し
て
、「
日
曜
学
校
ハ
宗
教
々
育
ノ
一
形
式
ニ
シ
テ
奈
古
屋
登
槌
氏
ヲ
初
ト
シ
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ノ
男
姓
職
員
交
々
司
会
シ
毎
日
曜
日
ノ
午
前
学
科
時
間
（
夏
ハ
八
時
、
冬
ハ
九
時
）
ヨ
リ
職
員
生
徒
一
同
講
堂
ニ
集
リ
司

会
者
ノ
指
導
ニ
テ
讃
美
歌
ヲ
歌
ヒ
、
司
会
者
聖
書
ノ
数
節
ヲ
朗
読
シ
、
祈
祷
ヲ
了
ヘ
テ
四
組
ニ
分
レ
教
室
ニ
入
リ
テ
三
、四
十
分
ノ
訓
話

ヲ
聞
キ
再
ビ
講
堂
ニ
帰
リ
讃
美
歌
ア
リ
祈
祷
ア
リ
テ
参
会
ス
、終
始
一
時
間
之
ヲ
日
曜
一
日
ノ
定
リ
タ
ル
課
業
ト
セ
リ
」）
23
（

と
記
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
宗
教
教
育
の
担
当
者
を
定
め
、
そ
の
中
心
を
奈
古
屋
が
担
っ
て
い
る
こ
と
を
県
に
正
式
に
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

園
長
早
崎
春
香
に
つ
い
て
、
土
山
学
園
関
係
者
は
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
（
園
長
）先
生
の
台
所
は
居
間
兼
学
園
受
付
兼
園
長
事
務
室
兼
応
接
室
兼
食
堂
兼
書
斎
な
り
き
。板
戸
を
排
し
入
れ
ば
広
さ
は
三
坪
、

一
方
に
は
炊
事
道
具
一
方
に
は
農
道
具
、
一
方
に
は
書
類
、
書
籍
、
雑
誌
が
整
然
と
列
べ
ら
れ
、
簡
素
な
る
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
中

央
の
ゐ
ろ
り
の
そ
ば
に
在
り
外
に
腰
か
け
三
つ
。
壁
間
に
は
額
な
し
、鴨
居
に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
て
（
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
）『
神
偕
に
在
り
』

の
紙
片
一
葉
、
竈
の
柱
に
は
天
使
を
描
け
る
泰
西
名
画
の
小
さ
き
も
の
か
ゝ
り
、
其
下
に
日
め
く
り
あ
り
し
の
み
。）
24
（

　

早
崎
は
、
園
長
室
に
「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
（
神
偕
に
在
り
）」
と
記
し
た
紙
片
を
張
り
、
宗
教
主
任
を
定
め
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
日
曜

学
校
を
行
う
と
い
う
、
他
の
公
立
感
化
院
に
は
み
ら
れ
な
い
教
育
を
行
っ
た
が
、
彼
自
身
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
か
っ
た
。
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同
学
園
の
創
立
三
〇
年
記
念
誌
は
、
早
崎
が
「
保
護
教
育
に
は
何
ら
か
の
宗
教
が
必
要
で
あ
る
。
然
し
日
本
の
宗
教
は
多
く
外
国
か
ら

輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
余
程
日
本
の
国
体
を
初
め
に
良
く
弁
へ
て
居
な
け
れ
ば
、
自
ら
を
誤
り
生
徒
を
誤
り
社
会
を
誤
る
こ

と
に
な
る
。
日
本
国
体
の
基
を
知
る
に
一
番
良
い
本
は
、
古
事
記
で
あ
る
」）

25
（

と
い
う
考
え
に
立
ち
、
職
員
に
自
ら
筆
写
し
た
古
事
記
を

与
え
読
書
会
で
輪
読
し
て
い
た
が
、「
古
事
記
も
研
究
し
、
職
員
も
先
生
の
思
想
を
理
解
し
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
し
た
の
で
、
明
治

四
十
四
年
九
月
に
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
職
員
を
採
用
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

三　

鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校

（
一
）
奈
古
屋
登
槌
校
長
時
代
の
牧
ノ
原
学
校

　

①
キ
リ
ス
ト
教
を
明
示
し
た
牧
ノ
原
学
校

　

鹿
児
島
県
で
は
、
府
県
に
感
化
院
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
第
二
次
感
化
法
に
対
し
て
、
私
立
感
化
院
錦
江
学
院
を
県
の
代
用
感
化
院

に
指
定
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
き
た
が
、
一
九
一
八
年
、
新
た
に
県
立
感
化
院
牧
ノ
原
学
校
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

早
崎
か
ら
「
私
の
郷
里
で
す
か
ら
是
非
行
っ
て
下
さ
ら
ん
か
」
と
同
校
長
に
就
任
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
奈
古
屋
は
、
県
の
内
務
部

長
に
「
私
は
或
る
信
念
を
持
っ
て
之
の
仕
事
を
や
つ
て
居
ま
す　

私
を
信
じ
て
御
ま
か
せ
下
さ
れ
ば
参
り
て
も
宜
敷
い
で
す
が
そ
れ
で
無

く
ば
致
方
あ
り
ま
せ
ん
」
と
返
答
し
た
と
い
う
。
こ
の
弁
に
対
し
て
「
君
を
信
じ
て
任
せ
ま
す
」
と
い
う
内
務
部
長
の
返
事
を
得
た
奈
古

屋
は
、
同
年
四
月
、
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
の
初
代
校
長
に
就
任
し
た
。）
26
（

　

奈
古
屋
は
、
当
初
、
牧
ノ
原
学
校
が
新
し
い
用
地
に
移
転
す
る
ま
で
の
間
、
鹿
児
島
市
内
に
あ
っ
た
代
用
感
化
院
錦
江
学
院
の
元
校
舎

を
仮
校
舎
と
し
て
、
開
設
準
備
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
頃
の
学
校
日
誌
に
は
、
新
た
に
教
師
を
求
め
る
た
め
、
聖
公
会
牧
師
を
数
度
、
訪
問

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。）
27
（
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さ
ら
に
姶
良
郡
敷
根
村
に
移
転
後
に
作
成
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
要
覧
」
に
は
、
同
校
の
目
的
を
「
感
化
法
第
五
條
該
当

ノ
少
年
ヲ
収
容
シ
教
育
勅
語
ノ
聖
旨
ニ
基
キ
知
能
ノ
啓
発
ト
徳
性
ノ
涵
養
ニ
努
メ
後
年
自
活
ノ
良
民
タ
ラ
シ
ム
ル
」）

28
（

と
定
め
た
う
え
で
、

「
教
育
勅
語
ノ
趣
旨
ニ
基
キ
知
能
ノ
啓
発
ト
徳
性
ノ
涵
養
ニ
努
メ
後
年
自
活
ノ
良
民
タ
ラ
シ
ム
ル
」
具
体
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
各
教
師

夫
妻
が
担
当
す
る
家
庭
で
少
年
を
預
か
る
際
「
家
庭
ノ
宗
教
ハ
基
督
教
ヲ
奉
ズ
」
と
明
示
し
た
。

　
「
要
覧
」
に
は
、
教
課
目
と
し
て
「
静
座
・
普
通
教
育
・
実
業
教
育
・
宗
教
々
育
・
音
楽
教
育
・
家
庭
教
育
・
趣
味
教
育
」
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
の
内
、
宗
教
教
育
に
つ
い
て
「
日
曜
日
午
前
日
曜
学
校
ヲ
開
キ
又
毎
朝
静
座
後
讃
美
歌
聖
書
輪
読
朝
祷
ヲ
ナ
シ
臥
床
前
晩
祷
ヲ
ナ
ス
其

他
機
会
ニ
応
ジ
テ
礼
拝
祈
祷
談
話
ヲ
ナ
シ
テ
宗
教
心
ヲ
養
フ
」）
29
（

と
記
さ
れ
た
。

　

県
立
感
化
院
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
教
育
を
謳
う
施
設
は
管
見
の
限
り
他
に
な
く
、
奈
古
屋
が
兵
庫
県
立
土
山
学

園
に
お
い
て
よ
り
一
層
、
明
確
に
キ
リ
ス
ト
教
に
重
き
を
置
い
た
教
育
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

ま
た
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
牧
ノ
原
学
校
に
勤
務
し
た
岩
川
済
一
が
残
し
た
日
記
に
よ
る
と
、「
午
後
ハ
ダ
ン

ス
と
職
員
読
書
会
あ
り
」）
30
（

と
あ
る
よ
う
に
、
生
徒
と
教
職
員
が
と
も
に
踊
る
ダ
ン
ス
の
時
間
や
、
聖
書
の
研
究
な
ど
を
行
う
職
員
読
書
会

な
ど
、早
崎
春
香
が
土
山
学
園
に
お
い
て
重
視
し
て
い
た
実
践
が
牧
ノ
原
学
校
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
奈
古
屋
校
長
時
代
に
は
、

牧
ノ
原
学
校
で
は
、
毎
朝
、「
朝
祷
」
が
な
さ
れ
、
日
曜
に
は
生
徒
を
対
象
と
し
た
日
曜
学
校
と
職
員
の
集
ま
り
、
水
曜
日
に
は
勅
語
奉

読
式
が
な
さ
れ
、
午
後
に
は
し
ば
し
ば
聖
書
を
は
じ
め
職
員
の
読
書
会
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
二
三
年
三
月
三
〇
日
に
は
「
キ
リ
ス
ト
受
苦
日
に
つ
き
午
後
三
時
よ
り
講
堂
ニ
於
テ
式
を
挙
ぐ
」、
四
月
一
日
に
は
「
キ

リ
ス
ト
復
活
日
に
つ
き
午
前
六
時
講
堂
に
祈
祷
会
そ
れ
か
ら
萩
山
に
て
祈
祷
会
及
奈
古
屋
先
生
の
お
話
し
（
我
が
心
に
キ
リ
ス
ト
を
復
活

せ
し
む
る
こ
と
）
が
あ
つ
て
講
堂
に
て
讃
美
歌
祈
祷
」
な
ど
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
折
々
の
日
に
特
別
な
式
や
祈
祷
会
が
も
た
れ
た
。
そ

し
て
、
校
内
に
設
け
ら
れ
た
プ
ー
ル
は
「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
の
池
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

他
方
で
、
一
九
二
三
年
四
月
三
日
に
は
、「
午
前
八
時
半
講
堂
に
於
て
神
武
天
皇
祭
祈
祷
会
」、
一
九
二
五
年
七
月
三
〇
日
に
は
「
明
治
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天
皇
祭
に
つ
き
講
堂
に
て
祭
式
を
挙
ぐ　

小
生
ハ
天
皇
の
御
事
蹟
に
つ
き
話
す
」
な
ど
、
天
皇
に
か
か
わ
る
行
事
に
お
い
て
も
、
祈
祷
会

や
式
が
も
た
れ
て
い
る
。
八
月
三
一
日
の
大
正
天
皇
の
誕
生
日
に
は
「
今
日
は
天
長
節
に
つ
き
午
前
八
時
講
堂
に
於
て
教
育
勅
語
君
が
代

合
唱
お
話
」（
一
九
二
三
年
）
の
よ
う
な
年
も
あ
る
が
、「
今
日
ハ
天
長
節
に
つ
き
午
前
七
時
半
、講
堂
ニ
於
テ
君
が
代
合
唱
、聖
書
、祈
祷
、

陛
下
の
御
話
、祈
祷
讃
美
歌
、閉
式
」（
一
九
二
四
年
）
な
ど
、天
長
節
に
お
い
て
も
祈
祷
や
讃
美
歌
斉
唱
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

②
牧
ノ
原
学
校
教
諭
岩
川
済
一
と
キ
リ
ス
ト
教

　

一
九
二
〇
年
一
二
月
に
採
用
さ
れ
た
岩
川
は
、
一
九
二
一
年
三
月
一
六
日
に
初
め
て
牧
ノ
原
学
校
の
全
生
徒
に
授
業
を
始
め
た
。

　

そ
の
日
、
彼
は
「
神
の
力
に
由
ら
ざ
れ
ば
何
事
も
失
敗
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
。
神
は
愛
な
り
。
生
れ
か
は
れ
よ
」）

31
（

と
記
し
自
ら
を
戒
め

て
い
る
。
日
記
の
記
述
は
、「
愛
を
以
て
教
育
せ
よ　

子
供
が
短
気
不
熱
心
な
る
点
に
同
情
し
て
よ
く
導
く
こ
と
を
努
め
よ
」）

32
（

「
昼
食
の
と

き
○
○
の
甘
蔗
を
生
徒
か
ら
持
っ
て
来
て
ゐ
た
ら
そ
れ
に
立
腹
し
て
大
へ
ん
で
あ
っ
た
。
然
し
仕
事
が
帰
っ
て
来
て
か
ら
自
分
の
が
悪
い

と
言
っ
て
来
た
。
ど
う
も
子
供
の
感
情
ハ
強
烈
で
残
忍
性
で
一
時
的
で
あ
る
。
然
し
之
れ
を
善
導
し
て
こ
の
気
の
毒
な
る
子
供
を
救
は
ね

ば
な
ら
ぬ
」）
33
（

と
続
け
ら
れ
て
い
る
。「
愛
を
以
て
教
育
せ
よ
」
と
繰
り
返
し
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
彼
が
感
化
教
育
の

困
難
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
様
々
な
行
動
上
の
課
題
を
抱
え
る
「
強
烈
で

残
忍
性
で
一
時
的
」な
感
情
の
子
ど
も
達
に
対
し
て
、岩
川
は「
神
の
力
」を
拠
り
所
と
し
て
対
峙
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
時
期
の
岩
川
の
日
誌
に
は
、「
三
月
一
三
日　

国
分
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
牧
師
岩
切
先
生
ヲ
訪
ネ
タ
レ
ド
モ
神
戸
ヘ
御
出
ノ
タ
メ
奥

様
ニ
面
ス　

昼
食
ヲ
頂
キ
ソ
レ
ヨ
リ
加
治
木
ナ
ル
市
来
顕
太
朗
先
生
ニ
面
会
ス
」）
34
（

「
三
月
二
二
日　

今
日
国
分
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
岩
切

與
助
先
生
か
ら
今
度
熊
本
県
へ
御
転
任
の
御
通
知
に
接
し
何
と
な
く
名
残
惜
し
く
思
ふ　

す
ぐ
に
と
手
紙
を
書
出
し
た
。
尚
ほ
三
月
号
の

喜
音
と
教
界
時
報
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
そ
し
て
夜
は
喜
音
を
読
ん
で
祈
り
の
法
と
人
生
の
悲
痛
と
そ
の
解
決
と
を
知
る
こ
と
を
得
た
。

人
生
の
最
大
幸
福
は
人
格
の
完
成
に
あ
る
。
困
難
な
く
ば
品
性
の
錬
磨
は
出
来
ず
、
偉
大
な
る
人
格
は
困
難
を
利
用
す
る）
35
（

」「
四
月
九
日　
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午
後
七
時
に
国
分
の
岩
切
牧
師
を
訪
ふ
べ
く
立
つ
」）

36
（

「
四
月
一
〇
日　

江
口
重
生
教
師
に
面
会
す
。
午
後
二
時
ま
で
信
仰
上
の
話
を
承
る）

37
（

」

「
八
月
一
四
日　

午
後
六
時
過
ぎ
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
に
管
野
半
次
牧
師
を
訪
ひ
十
時
頃
ま
で
お
話
を
受
く
」）

38
（

等
、
牧
ノ
原
学
校
に
近
い
地

に
あ
る
国
分
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
牧
師
岩
切
與
助
や
江
口
重
生
、
加
治
木
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
牧
師
市
来
顕
太
郎
、
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
管

野
半
次
郎
と
の
交
流
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
川
は
、日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
鹿
児
島
教
会
で
活
動
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ブ
ー
ル（Earl R

. B
ull, 1876-1974

））
39
（

と
も
交
流
を
深
め
、

「
四
月
一
日　

市
池
之
上
町
七
〇
イ
ー
ア
ー
ル
ブ
ー
ル
氏
よ
り
喜
音
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
小
冊
子
を
贈
呈
し
下
さ
る
惠
を
有
難
存
す
」）

40
（

、

「
五
月
二
〇
日　

イ
、
ア
ー
ル
、
ブ
ー
ル
氏
か
ら
喜
音
来
る
」）

41
（

と
い
う
よ
う
に
、
機
関
誌
『
喜
音
』
や
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
冊
子
等
を
贈
ら

れ
て
い
る
。
五
月
二
二
日
に
は
、「
今
朝
六
時
に
鹿
児
島
へ
私
用
に
て
行
き
午
後
八
時
の
汽
車
で
国
分
に
着
き
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
宿
る
。

汽
車
に
乗
り
遅
れ
た
の
で
米
国
宣
教
師
ブ
ー
ル
氏
の
宅
を
訪
問
し
た
る
に
夫
婦
し
て
快
く
迎
へ
て
四
十
分
位
談
話
を
交
し
て
信
仰
の
す
ゝ

め
余
は
如
何
に
し
て
確
信
を
得
し
か
を
お
か
し
下
さ
っ
た
」）

42
（

、「
五
月
二
五
日　

イ
、ア
ー
ル
、ブ
ー
ル
先
生
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
雑
誌
を
送
っ

て
下
さ
っ
た
」）

43
（

、「
五
月
二
七
日　

イ
、ア
ー
ル
、ブ
ー
ル
先
生
よ
り
『
神
と
我
』
と
い
ふ
小
冊
子
を
送
っ
て
下
さ
っ
た

）
44
（

」
と
あ
り
、折
々
に
ブ
ー

ル
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
冊
子
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
岩
川
と
ブ
ー
ル
の
交
流
は
、「
一
九
二
三
年
一
一
月
二
八
日　

ブ
ー
ル
先
生
か

ら
『
す
く
ひ
』
と
基
督
教
新
聞
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
」）

45
（

、「
一
九
二
四
年
一
月
一
〇
日　

イ
ー
、
ア
ー
ル
、
ブ
ー
ル
先
生
、
真
琴
及
在
来
等

の
ミ
ワ
嬢
よ
り
手
紙
来
る
。
イ
ー
ア
ー
ル
ブ
ー
ル
先
生
は
直
接
に
返
事
を
出
す
」）

46
（

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
た
。

　

他
方
、「
一
九
二
一
年
六
月
二
日　

午
後
四
時
に
国
分
の
江
口
牧
師
が
お
出
に
な
っ
た
」）

47
（

と
い
う
記
事
が
あ
る
よ
う
に
、
牧
ノ
原
学
校

に
は
国
分
教
会
牧
師
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
「
八
月
八
日　

午
前
九
時
よ
り
敷
根
浜
へ
海
水
浴
に
生
徒
を
連
れ
て
平
岡
先
生
と
妻

健
一
と
共
に
行
く
。
午
後
六
時
四
十
分
に
帰
校
す
。
面
白
く
暮
し
た
。
国
分
教
会
の
江
口
先
生
夫
婦
も
御
出
て
し
た
」）

48
（

と
い
う
よ
う
に
、

牧
ノ
原
学
校
の
生
徒
の
海
水
浴
で
国
分
教
会
江
口
牧
師
夫
妻
と
一
緒
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

牧
ノ
原
学
校
の
新
任
教
師
岩
川
済
一
が
、
地
域
の
キ
リ
ス
ト
者
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
し
ば
し
ば
「
強
烈
で
残
忍
性
で
一
時
的
」
な
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感
情
を
示
し
、「
短
気
不
熱
心
」
な
状
態
に
あ
る
感
化
院
の
生
徒
と
向
き
合
う
に
際
し
て
、
信
仰
を
も
っ
て
自
ら
を
支
え
感
化
教
育
に
従

事
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

③
牧
ノ
原
学
校
に
お
け
る
「
洗
礼
式
」

　

こ
の
よ
う
な
岩
川
の
日
誌
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
自
身
の
「
洗
礼
式
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

　

初
め
て
牧
ノ
原
学
校
の
全
生
徒
に
授
業
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
二
一
年
一
〇
月
三
日
に
、
彼
は
「
今
日
は
何
た
る
幸
ぞ
や
。

肉
の
誕
生
日
に
し
て
又
霊
の
誕
生
日
な
り
。
愈
々
洗
礼
式
挙
行
す
。
午
前
九
時
講
堂
ニ
於
テ
洗
礼
志
願
式　

九
時
半　

恵
の
泉
に
於
て
洗

礼　

十
時
に
祈
祷
会
を
行
ふ　

午
後
二
時
支
寮
に
て
職
員
生
徒
の
晩
餐
会
を
な
し
引
続
き
職
員
の
感
謝
会
あ
り
。
五
時
半
に
晩
餐
あ
り
」）

49
（

と
記
し
て
い
る
。

　

牧
ノ
原
学
校
講
堂
で
の
「
洗
礼
志
願
式
」
の
後
、「
恵
の
泉
」
と
名
付
け
ら
れ
た
校
内
の
水
源
地
に
移
動
し
て
岩
川
に
対
し
て
「
洗
礼
」

が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
同
日
に
国
分
や
加
治
木
、
鹿
児
島
等
の
教
会
か
ら
聖
職
者
が
牧
ノ
原
学
校
を
訪
れ
た
記
録
は
な
く
、
国

分
教
会
や
鹿
児
島
教
会
に
残
る
信
徒
名
簿
等
の
文
書
に
岩
川
の
名
前
は
登
場
し
な
い
。

　

岩
川
の
日
記
に
は
、
一
九
二
三
年
六
月
二
四
日
に
再
び
「
洗
礼
式
」
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
日
の
記
録
に
は
「
一
、
春
山
君
が
今
日
洗

礼
式
を
行
ふ
。
一
、
生
徒
○
○
○
○
の
入
学
式
を
行
ふ
。
一
、
午
後
三
時
よ
り
山
内
写
真
師
よ
り
撮
影
。
午
前
七
時
半
講
堂
に
於
て
最
初

○
○
の
入
学
式
を
な
し
引
続
き
春
山
君
の
洗
礼
志
願
式
を
行
ひ
直
ち
に
恵
の
泉
に
て
洗
礼
式
を
な
す
。講
堂
に
祈
祷
を
な
し
生
徒
ハ
休
業
。

職
員
ハ
集
会
を
な
す
。
昼
は
赤
飯
を
炊
い
て
祝
ふ
」）
50
（

と
あ
り
、
同
年
四
月
一
日
に
着
任
し
た
教
諭
春
山
武
男
が
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
が
わ

か
る
。
日
誌
に
は
、
さ
ら
に
続
け
て
「
午
後
三
時
よ
り
泉
に
て
洗
礼
式
の
模
様
、
芝
生
に
て
全
体
の
写
し
方
、
花
園
に
て
修
学
旅
行
出
発

の
影
、
本
門
の
入
口
に
て
そ
の
休
憩
の
状
を
写
す
」）

51
（

と
記
さ
れ
て
お
り
、
洗
礼
式
や
修
学
旅
行
出
発
の
祈
り
の
様
子
が
写
真
に
撮
影
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、「
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
絵
葉
書
」と
し
て
後
に
印
刷
さ
れ
配
布
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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写
真
を
見
る
と
、十
字
架
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
前
で
、春
山
に
奈
古
屋
が
「
洗

礼
」
を
施
し
て
い
る
姿
が
確
認
さ
れ
る
。

　

牧
ノ
原
学
校
に
お
け
る
「
洗
礼
」
が
生
徒
に
な
さ
れ
た
事
例
は
な
い
。
む

し
ろ
「
洗
礼
」
は
奈
古
屋
に
よ
っ
て
教
職
員
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
も
、
奈
古
屋
は
按
手
礼
を
受
け
た
教
役
者
で
は
な
く
、
牧
ノ

原
学
校
に
お
け
る
「
洗
礼
」
は
学
校
に
お
け
る
内
部
的
儀
式
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

④
牧
ノ
原
学
校
に
お
け
る
「
入
学
洗
足
式
」

　

牧
ノ
原
学
校
に
お
け
る
「
洗
礼
式
」
が
教
職
員
向
け
の
内
部
的
儀
式
で
あ

る
と
す
る
と
、「
洗
足
式
」
は
新
入
生
に
対
す
る
生
徒
向
け
儀
式
で
あ
っ
た
。

　

岩
川
の
日
記
に
は「
入
学
式
」「
新
入
式
」と
し
て
な
さ
れ
た「
入
学
洗
足
式
」

の
記
事
が
登
場
す
る
。

　

た
と
え
ば
、「
一
九
二
三
年
四
月
一
五
日
（
日
）
○
○
○
○
ノ
新
入
式
を

挙
ぐ　

洗
足
式
を
な
す
」）
52
（

、「
一
九
二
五
年
二
月
一
一
日　

新
入
生
○
○
○
○

の
入
学
洗
足
式
を
挙
ぐ
」）

53
（

と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
二
一
年
一
二
月
七
日　

午
前
九
時
講
堂
に
於
て
新
入
生
○
○
○

○
、
○
○
○
○
の
入
学
式
を
挙
ぐ
。
１
，
讃
美
歌
二
二
八
、
２
，
祈
祷

鹿児島県立牧ノ原学校（1923）「牧ノ原学校　洗礼式（絵葉書）」
鹿児島県立若駒学園所蔵
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（
開
会
の
）、
３
，
生
徒
を
前
に
出
し
祈
り
を
な
す
、
４
，
生
徒
の
足
を
洗
ふ
そ
の
と
き
讃
美
歌
一
三
七
を
歌
ふ
、
５
，
校
長
訓
話
、

６
，
祈
り
を
な
し
閉
会
す
。）

54
（

　

こ
の
入
学
式
で
最
初
に
歌
わ
れ
た
讃
美
歌
二
二
八
番
に
は
、「I am

 com
ing to the cross. John6:37　

我
に
就
る
者
ハ
我
か
な
ら
ず
之

を
棄
て
ず
（
ヨ
ハ
ネ
伝
六
章
三
七
節
）」
と
い
う
聖
句
が
引
用
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
歌
詞
か
ら
成
っ
て
い
る
。）

55
（

一
、
ほ
ろ
ぶ
る
こ
の
世　

く
ち
ゆ
く
我
が
身　

な
に
を
か
た
の
ま
ん　

十
字
架
に
す
が
る

二
、
な
が
く
も
と
め
し　

つ
み
の
ゆ
る
し
を　

し
た
し
く
主
よ
り　

き
く
ぞ
う
れ
し
き

三
、
と
き
も
た
か
ら
も　

こ
の
身
も
た
ま
も　

み
な
主
の
も
の
と　

さ
ゝ
げ
ま
つ
ら
な
ん

四
、
ふ
る
き
わ
が
身
ハ　

十
字
架
に
死
に
て　

あ
ら
た
に
い
け
る　

身
と
ぞ
な
り
ぬ
る

五
、
主
に
あ
る
わ
れ
ハ　

よ
ろ
こ
び
あ
ふ
れ　

世
々
み
さ
か
え
ハ　

主
に
と
ぞ
う
た
は
ん

六
、
エ
ス
よ
十
字
架
の　

み
も
と
に
き
た
り　

た
よ
る
こ
の
身
に　

す
く
ひ
を
た
ま
へ　
　
　

ア
ー
メ
ン

　

足
を
洗
う
時
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌
詞
の
讃
美
歌
一
三
七
番
が
歌
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
「I am

 now
 am

ong Thy saints. 1 C
or.1:2　

キ
リ
ス
ト
、
エ
ス
に
在
り
て
潔
め
ら
れ
召
さ
れ
て
聖
徒
と
な
れ
る
者
及
主
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
名
を
よ
ぶ
者
（
コ
リ
ン
ト
前
書
一
章
二
節
）」

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。）

56
（

一
、
た
ふ
と
き
わ
が
主
よ　

つ
み
の
身
ハ　

く
ら
き
た
び
じ
に　

ま
よ
ひ
し
を

　
　

く
ま
な
く
て
ら
す　

み
め
ぐ
み
の　

ひ
か
り
を
う
く
る　

う
れ
し
さ
よ
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二
、
あ
が
な
ひ
の
血
に　

す
く
は
れ
し　

わ
れ
ハ
い
ま
よ
り

　
　

た
ゞ
き
み
の　

御
手
の
ま
に
ま
に　

う
ち
ま
か
せ

　
　

み
く
に
の
み
ち
に　

す
ゝ
み
ゆ
か
ん

三
、
つ
み
の
こ
の
身
ハ　

い
ま
死
に
て　

き
み
の
い
さ
を
に

　
　

よ
み
が
へ
り　

き
よ
き
し
も
べ
の　

か
ず
に
い
る

　
　

そ
の
み
し
る
し
の　

バ
プ
テ
ス
マ

四
、
ゆ
る
さ
る
ゝ
身
の　

さ
い
は
ひ
ハ　

世
に
た
ぐ
ふ
べ
き

　
　

も
の
ぞ
な
き　

わ
が
身
も
ま
た
ま
も　

み
な
さ
ゝ
げ

　
　

御
名
を
た
ゝ
へ
て　

日
を
す
ご
さ
ん

ア
ー
メ
ン

　
「
新
入
生
洗
足
式
」
と
題
さ
れ
た
写
真
は
、
他
の
全
生
徒
と
教
職
員
が
見

守
る
な
か
で
、
校
長
奈
古
屋
自
ら
が
新
入
生
の
足
を
洗
っ
て
い
る
姿
を
映
し

出
し
て
い
る
。

　

新
入
生
の
足
を
校
長
が
自
身
の
手
で
洗
う
こ
と
で
、
新
入
生
に
文
字
通
り

「
く
ら
き
た
び
じ
に　

ま
よ
ひ
し
」
こ
れ
ま
で
の
生
活
と
決
別
し
て
、
新
た

な
生
活
に
入
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
同
時
に
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
（
一
三
：
一
四

－

一
五
）
に
「
我
は
主

ま
た
師
な
る
に
、
尚
な
ん
ぢ
の
足
を
洗
ひ
た
れ
ば
、
汝
ら
も
互
に
足
を
洗
ふ

鹿児島県立牧ノ原学校（1923）「牧ノ原学校　新入生洗足式（絵葉書）」
鹿児島県立若駒学園所蔵
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べ
き
な
り
。
わ
れ
汝
ら
に
模
範
を
示
せ
り
。
わ
が
為
し
し
ご
と
く
汝
ら
も
為
さ
ん
た
め
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
職
員
や
他

の
生
徒
に
対
し
て
、新
入
生
を
大
切
に
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
率
先
し
た
行
為
に
よ
っ
て
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

　

岩
川
が
、「
宗
教
教
育
ト
ハ
宗
教
ヲ
教
育
ス
ル
コ
ト
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
宗
教
信
念
ア
ル
モ
ノ
者
ガ
教
育
ス
ル
コ
ト
デ
ア
ル
」）

57
（

と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
牧
ノ
原
学
校
に
お
い
て
は
教
職
員
が
「
宗
教
信
念
」
を
有
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
範
を
奈
古
屋
が
示
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。）

58
（

（
二
）
感
化
院
長
会
議
に
お
け
る
宗
教
教
育

　

如
上
の
よ
う
な
、
洗
足
式
や
洗
礼
式
、
朝
祷
や
日
曜
学
校
等
の
キ
リ
ス
ト
教
的
行
事
が
な
さ
れ
る
牧
ノ
原
学
校
の
様
子
を
行
政
当
局
は

ど
う
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

岩
川
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
県
知
事
の
牧
ノ
原
学
校
視
察
予
定
が
一
度
な
ら
ず
延
期
さ
れ
、
県
に
お
い
て
牧
ノ
原
学
校
へ
の
関
心
は
薄
い

こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

他
方
で
、
牧
ノ
原
学
校
の
常
勤
職
員
は
、
奈
古
屋
登
槌
・
あ
い
夫
妻
、
岩
川
済
一
・
ハ
キ
夫
妻
と
春
山
武
男
の
五
名
、
他
に
校
医
牧
野

銀
之
助
が
嘱
託
と
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。）
59
（

先
述
の
よ
う
に
、
岩
川
も
春
山
も
奈
古
屋
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
お
り
、
牧
ノ
原
学
校
で
は

教
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を
考
え
る
と
き
、
県
が
牧
ノ
原
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
に
基

づ
く
行
事
や
教
育
活
動
を
知
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
見
方
は
正
鵠
を
射
る
も
の
で
は
な
い
。
牧
ノ
原
学
校
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
わ
る
行
事
を
県
に
隠
れ
て
実
施
し
、
そ

れ
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

む
し
ろ
、
洗
足
式
や
洗
礼
式
、
修
学
旅
行
前
の
祈
祷
等
は
公
に
さ
れ
て
い
た
。
洗
足
式
や
洗
礼
式
、
修
学
旅
行
前
の
祈
祷
等
の
行
事
写

真
が
、「
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
」
の
名
で
絵
葉
書
と
し
て
印
刷
さ
れ
配
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。
教
育
勅
語
体
制
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下
に
お
い
て
、
何
故
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
県
立
施
設
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
行
事
の
公
表
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
に
は
、
感
化
院
の
お
か
れ
た
性
格
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
二
六
年
四
月
一
九
〜
二
一
日
に
大
牟
田
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
九
州
沖
縄
感
化
院
長
会
議
で
は
、）

60
（

長
崎
県
か
ら
提
出
さ
れ

た
「（
感
化
教
育
は
）
宗
教
的
教
育
ナ
リ
ヤ
将
又
国
民
教
育
ナ
リ
ヤ
」
と
い
う
議
題
が
討
議
さ
れ
た
。

　

佐
賀
進
徳
学
園
長
御
厨
勝
一
は
、「
宗
教
教
育
デ
ハ
ナ
イ
ガ
宗
教
的
陶
冶
ヲ
必
要
ト
ス
ル
、
ソ
レ
ニ
ハ
儀
礼
ヲ
第
一
ト
シ
テ
神
佛
ニ
対

ス
ル
畏
敬
心
ヲ
生
セ
シ
メ
ル
様
ニ
ス
ル
故
ニ
感
化
教
育
ハ
国
民
教
育
ニ
シ
テ
宗
教
的
陶
冶
ヲ
必
要
ト
ス
ル
」、
奈
古
屋
も
「
感
化
教
育
ハ

宗
教
々
育
デ
ハ
ナ
イ
、
情
操
陶
冶
教
育
デ
ア
ル
ガ
反
面
カ
ラ
ハ
即
チ
国
民
教
育
デ
ア
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。
宮
崎
県
愼
修
学
校
長
肥
後
正

彦
は
、「
職
員
ニ
宗
教
心
ガ
ア
レ
バ
自
然
ト
感
化
ヲ
蒙
ル
、
宗
教
心
ノ
ア
ル
者
ト
無
イ
者
ト
ハ
其
子
供
ニ
及
ボ
ス
感
化
ハ
大
ナ
ル
相
違
ガ

ア
ル
」
と
発
言
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
が
出
た
後
に
、
臨
席
し
た
内
務
省
社
会
局
嘱
託
小
澤
一
は
、
感
化
教
育
は
、「
宗
教
家
ニ
依
ツ
テ
始
メ
ラ
レ
タ
ノ
ガ
多

イ
カ
ラ
宗
教
ニ
基
イ
タ
持
マ
マ
種
ノ
精
神
教
育
ノ
様
ニ
思
ハ
レ
テ
イ
タ
」
が
、「
院
内
教
育
ハ
普
通
ノ
国
民
教
育
」
で
あ
り
「
国
民
教
育
ト

心
得
ラ
レ
タ
シ
」
と
指
摘
し
つ
つ
も
、「
然
シ
宗
教
ノ
観
念
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ハ
必
要
デ
ア
ル
」
と
述
べ
る
。
小
澤
に
よ
る
と
、
宗
教
的
観

念
は
「
普
通
ノ
子
供
ハ
家
庭
ニ
於
テ
与
ヘ
ラ
レ
テ
オ
ル
」
が
、
学
校
教
育
ノ
外
ニ
家
庭
ノ
教
育
モ
担
フ
テ
オ
ル
感
化
院
ニ
於
テ
ハ
宗
教
的

儀
礼
ヲ
行
フ
ハ
差
支
ガ
ナ
イ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
加
え
て
「
院
長
職
員
ニ
信
念
ノ
ア
ル
コ
ト
ハ
尚
更
必
要
デ
ア
ル
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、「
家
庭
教
育
」
と
「
学
校
教
育
」
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
る
感
化
院
の
特
質
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
故
に
「
宗

教
ノ
観
念
ヲ
与
フ
ル
」
こ
と
や
「
宗
教
的
儀
礼
ヲ
行
フ
ハ
差
支
ガ
ナ
イ
」
と
の
姿
勢
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
立
土
山
学
園
や
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
に
お
い
て
、
日
曜
学
校
を
開
催
し
た
り
、
ま
た
聖
書
を
「
教
科
書
」
と
し
て
用
い
た

り
、
さ
ら
に
は
「
洗
礼
式
」
や
「
洗
足
式
」
が
隠
さ
れ
ず
に
な
さ
れ
得
た
の
は
、
感
化
院
の
お
か
れ
た
性
格
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
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（
三
）
奈
古
屋
校
長
退
職
後
の
牧
ノ
原
学
校

　

奈
古
屋
は
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
、
六
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
後
、
同
校
を
退
職
し
郷
里
萩
に
戻
る
。
二
代
目
校
長
に
は
仏
教
徒
で

あ
る
深
水
美
義
が
就
任
す
る
。

　

深
水
校
長
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
昭
和
一
三
年
四
月
一
日
現
在
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
要
覧
」）

61
（

に
は
、「
本
校
ハ
少
年
教
護
法
第
八

條
ニ
該
当
ス
ル
不
幸
不
遇
ナ
ル
少
年
ヲ
収
容
シ　

畏
ク
モ
天
皇
陛
下
ニ
対
シ
奉
ル
信
仰
ノ
功
徳
ニ
依
ツ
テ
、
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
ノ
趣
旨

ヲ
拳
々
服
膺
セ
シ
メ
以
テ
将
来
独
立
自
営
ノ
良
民
タ
ラ
シ
ム
ベ
キ
薫
化
教
養
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
記
さ
れ
、「
家
庭
ノ
宗
教
ハ

基
督
教
ヲ
奉
ズ
」
と
い
う
文
言
も
、
讃
美
歌
、
聖
書
輪
読
、
朝
祷
と
い
う
語
も
記
載
さ
れ
な
く
な
る
。「
宗
教
教
育
」
と
い
う
欄
に
代
わ
っ

て
「
精
神
教
育
」
と
い
う
欄
が
設
け
ら
れ
、「
天
皇
信
仰
、
宗
教
的
陶
冶
、
朝
晩
ノ
勤
行
」
等
の
言
葉
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
牧
ノ
原
学
校
で
は
、
奈
古
屋
校
長
時
代
に
お
い
て
、「
宗
教
教
育
」
と
い
う
枠
に
お
い
て
、
聖
書
や
讃
美
歌
を
は
じ
め
と
す

る
キ
リ
ス
ト
教
に
も
と
づ
く
教
育
活
動
が
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、岩
川
の
一
九
三
八
年
や
一
九
三
九
年
の
日
記
に
は
、）
62
（

「
朝
祷
」に
代
わ
り「
朝
の
お
つ
と
め
」あ
る
い
は「
朝

の
勤
行
」
と
い
う
文
言
が
登
場
す
る
。
一
九
三
八
年
二
月
三
日
の
「
朝
の
お
つ
と
め
」
に
「
小
生
本
年
初
め
て
出
る
」
と
あ
り
、
奈
古
屋

校
長
時
代
の
朝
祷
の
よ
う
な
精
勤
ぶ
り
は
み
ら
れ
な
い
が
、
翌
二
月
四
日
の
「
朝
の
お
つ
と
め
」
は
岩
川
が
司
会
を
担
当
し
「
朗
詠
あ
ま

て
ら
す
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。
岩
川
の
日
記
は
、
一
九
三
八
年
、
一
九
三
九
年
と
も
に
記
述
自
体
が
少
な
く
、
復
活
祭
の
時
期
の
記
述
は

一
切
無
い
。

　

深
水
校
長
が
不
在
で
あ
っ
た
あ
る
日
の
日
曜
学
校
で
、
岩
川
は
「
讃
美
歌
を
歌
ふ
」（
一
九
三
八
年
九
月
一
一
日
）
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
の
年
の
他
の
日
曜
学
校
の
記
事
で
は
聖
書
や
讃
美
歌
に
つ
い
て
の
記
事
は
登
場
し
な
い
。
唯
一
「
キ
リ
ス
ト
講
話
」
が
な
さ
れ
た
の
は
、

一
九
三
八
年
一
二
月
二
五
日
の
「
礼
拝
」
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
の
日
は
「
大
正
天
皇
祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
朝
日
ヶ
丘
国
旗
掲
揚
遙
拝
」

と
記
さ
れ
、
翌
一
九
三
九
年
に
は
深
水
校
長
が
大
正
天
皇
の
話
、
岩
川
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
話
を
行
っ
た
。
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入
校
時
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
八
年
七
月
一
四
日
に
「
入
校
式
」
と
い
う
記
載
が
稀
に
記
さ
れ
た
が
、
多
く
の
場
合
は
「
入
校

式
」
の
記
載
は
な
く
、「
洗
足
式
」
や
「
洗
礼
」
と
い
う
表
現
は
奈
古
屋
校
長
退
職
後
の
日
記
に
は
全
く
登
場
し
な
い
。

　

四
月
二
九
日
の
天
長
節
や
、
一
一
月
二
三
日
の
新
嘗
祭
等
、
天
皇
制
に
関
わ
る
行
事
の
折
々
に
校
内
の
朝
日
ヶ
丘
に
集
ま
り
、
国
旗
掲

揚
と
宮
城
遙
拝
が
な
さ
れ
る
。
遙
拝
後
は
多
く
の
場
合
、
講
堂
で
儀
式
が
な
さ
れ
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
の
よ
う
に
、
こ
の
時
に
聖
書

や
讃
美
歌
は
登
場
し
な
い
。
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
〇
日
の
天
皇
に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
に
際
し
て
は
全
校
を
挙
げ
て
一
分
間
の
黙
祷
、

一
一
月
二
三
日
の
収
穫
感
謝
祭
で
は
祝
詞
と
玉
串
が
献
じ
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
、
一
一
月
一
〇
日
に
は
「
精
神
作
興
ニ
関
ス
ル
証
書
御
下

賜
記
念
日
」（
一
九
二
三
年
発
布
）
の
遙
拝
奉
読
式
、
防
空
演
習
の
実
施
、
教
師
の
徴
兵
と
戦
死
、
生
徒
の
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
入

隊
に
よ
る
卒
業
な
ど
、
日
記
か
ら
一
五
年
戦
争
下
の
状
況
が
読
み
取
れ
る
。

　

他
方
、
深
水
校
長
時
代
に
お
け
る
岩
川
の
日
記
に
は
、
生
徒
が
黙
っ
て
学
校
外
へ
出
か
け
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
所
謂
「
無
断
外
出
」

の
記
事
も
目
に
付
く
。）
63
（

そ
し
て
、「
生
徒
が
反
抗
し
出
し
て
無
断
外
出
や
脱
走
騒
ぎ
が
起
き
て
、
収
拾
の
つ
か
な
い
」
と
い
う
「
事
態
を

憂
慮
し
た
県
当
局
」
が
、
深
水
校
長
を
「
二
ヶ
年
程
で
転
出
」
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
一
九
四
〇
年
、
岩
川
が
第
三
代
校
長
に
就
任
す
る
こ

と
に
な
る
。）

64
（

　

岩
川
の
校
長
就
任
後
に
作
成
さ
れ
た
「
昭
和
一
八
年
四
月
一
日
現
在
牧
ノ
原
学
校
要
覧
」）

65
（

に
、奈
古
屋
校
長
時
代
の
よ
う
に
「
基
督
教
」

「
聖
書
」「
宗
教
教
育
」
と
い
う
文
言
が
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、深
水
校
長
時
代
の
要
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
た
学
校
の
「
目

的
」
と
し
て
「
天
皇
陛
下
ニ
対
シ
奉
ル
信
仰
ノ
功
徳
ニ
従
フ
」
と
い
う
文
言
は
新
し
い
要
覧
か
ら
は
削
除
さ
れ
た
。）

66
（

ま
た
、
岩
川
の
手
記

に
は
、
深
水
校
長
時
代
に
記
さ
れ
て
い
た
「
朝
の
お
つ
と
め
」「
朝
の
勤
行
」
と
い
う
言
葉
が
消
え
、「
朝
祈
」「
朝
祷
」
が
日
常
的
な
用

語
と
し
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
時
折
の
日
曜
に
は
日
曜
学
校
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
牧
ノ
原
学
校
に
お
い
て
も
皇
国
民
教
育
が
な
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
牧
ノ
原
学
校
で
洗
足
式
、
洗
礼
式
が

な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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四　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
に
お
け
る
洗
礼
式
、
洗
足
式
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
儀
式
に
対
す
る
疑
問
を
出
発
点

に
、
同
校
初
代
校
長
奈
古
屋
登
槌
の
足
跡
を
辿
り
、
兵
庫
県
立
土
山
学
園
や
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
扱
い
を
明
ら

か
に
し
て
き
た
。

　

土
山
学
園
や
牧
ノ
原
学
校
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
は
、
秘
密
裏
に
扱
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
正
式
に
県
に
報
告
さ
れ
、
感
化
院

長
会
議
に
お
い
て
も
感
化
院
で
キ
リ
ス
ト
教
や
宗
教
に
基
づ
く
儀
式
や
教
育
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
容
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
が
県
立
感
化
院
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
土
山
学
園
に
お
い
て
も
牧
ノ
原
学
校
に
お
い
て
も
、
施
設
長
の
姿
勢
に
由
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
施

設
長
の
交
替
に
よ
り
施
設
運
営
や
施
設
行
事
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
、
感
化
院
と
い
う
施
設
が
施
設
長
の
〝
個
性
〞
に
反
映

さ
れ
易
い
位
置
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

奈
古
屋
が
兵
庫
県
立
土
山
学
園
で
日
曜
学
校
や
聖
書
の
研
究
会
を
な
し
え
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
寛
容
で
あ
っ
た
早
崎
春
香
が
園
長

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
で
洗
礼
式
や
洗
足
式
を
な
し
え
た
の
は
奈
古
屋
自
身
が
園
長
で
あ
っ
た
こ
と
に

依
る
と
い
え
る
。

　

第
二
に
、
県
立
感
化
院
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
儀
式
や
教
育
活
動
が
容
認
さ
れ
た
の
は
、
感
化
院
と
い
う
施
設
自
体
が
、
普

通
教
育
を
行
う
一
般
の
学
校
と
は
異
な
る
性
格
を
備
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
依
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
の
感
化
院
長
会
議
に
お
い
て
、
家
庭
教
育
を
代
替
す
る
と
い
う
感
化
院
の
性
格
か
ら
、
感
化
院
に
お
け
る
宗
教
的
行
事

が
容
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
家
庭
で
あ
り
学
校
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
感
化
院
は
、
家
庭
で
あ
り
学
校

で
あ
る
が
故
に
、
学
校
そ
の
も
の
と
は
異
な
り
宗
教
教
育
が
容
認
さ
れ
る
土
台
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
行
動
上
の
課
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題
を
抱
え
る
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
や
「
感
化
」
を
重
視
す
る
感
化
院
で
は
、道
徳
性
を
培
う
「
精
神
教
育
」
の
側
面
が
強
く
期
待
さ
れ
、

感
化
院
の
草
創
期
か
ら
多
く
の
宗
教
家
が
感
化
教
育
の
担
い
手
と
な
っ
て
き
た
こ
と
も
、「
洗
礼
式
」
や
「
洗
足
式
」
と
い
っ
た
事
例
を

み
る
に
い
た
る
背
景
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
感
化
法
整
備
後
も
そ
の
よ
う
な
実
質
的
な
担
い
手
を
宗
教
関
係
者
に
依

拠
し
て
き
た
感
化
院
に
対
し
て
、
行
政
当
局
が
及
ぼ
す
〝
統
制
〞
の
度
合
い
は
、
一
般
の
学
校
に
比
し
て
緩
や
か
で
あ
っ
た
の
で
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
感
化
教
育
の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
難
し
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
供
給
源
と
し
て
宗
教
関
係
者
が
想
定
さ
れ
そ

の
〝
献
身
〞
的
姿
勢
が
期
待
さ
れ
た
と
い
う
側
面
と
、
感
化
院
生
徒
を
教
育
す
る
こ
と
の
困
難
に
対
峙
す
る
際
に
、
感
化
教
育
の
担
い
手

自
身
が
宗
教
的
信
条
を
支
え
に
し
た
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
川
済
一
が
、「
強
烈
で
残
忍
性
で
一
時
的
」

な
様
相
を
見
せ
る
子
ど
も
達
に
、「
愛
を
以
て
教
育
せ
よ
」
と
自
ら
を
律
し
て
向
き
合
う
姿
は
、
感
化
教
育
の
困
難
を
反
映
し
た
も
の
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
兵
庫
県
立
土
山
学
園
と
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
と
い
う
二
つ
の
県
立
感
化
院
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
扱
い
を

検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
感
化
院
と
い
う
施
設
の
性
格
の
一
斑
を
導
き
出
し
た
。

　

な
お
、感
化
教
育
が
愛
と
精
神
だ
け
で
対
処
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、個
々
の
児
童
を
精
神
医
学
的
に
理
解
し
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ

た
教
育
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
土
山
学
園
長
早
崎
春
香
が
浦
和
監
獄
典
獄
時
代
か
ら
一
貫
し
て
重
視
し

た
論
点
で
あ
っ
た
。
早
崎
は
、
そ
の
た
め
に
、
精
神
科
医
池
田
千
年
を
土
山
学
園
園
医
と
し
、
在
籍
児
童
を
医
学
的
に
理
解
し
個
々
の
状

態
に
即
し
た
特
別
教
育
を
実
施
す
る
発
想
を
育
て
て
き
た
。

　

早
崎
を
尊
敬
し
続
け
た
奈
古
屋
に
お
い
て
、こ
の
視
点
が
牧
ノ
原
学
校
で
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
か
、あ
る
い
は
継
承
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。
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注（
１
） 
留
岡
幸
助
（
一
九
〇
一
）「
家
庭
学
校
概
則
」『
家
庭
学
校
』
警
醒
社

（
２
） 「
奈
古
屋
登
槌
同
あ
い
履
歴
書
」
萩
博
物
館
所
蔵
奈
古
屋
家
文
書
七
八

（
３
） 「
婦
人
会
記
事
録
」
一
九
〇
三
年
六
月　

社
会
福
祉
法
人
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
所
蔵

（
４
） 『
大
阪
聖
約
翰
教
会
五
十
年
略
史
』
四
一
頁
、『
基
督
教
週
報
』
九
巻
二
三
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
五
日
、
一
一
頁
、『
基
督
教
週
報
』
二
二
巻
二
二
号
、

一
九
〇
七
年
二
月
一
日
、
一
一
頁

（
５
） 「
大
阪
聖
約
翰
教
会
」『
基
督
教
週
報
』
八
巻
二
六
号
、
一
九
〇
四
年
二
月
二
六
日
、
一
三
頁

（
６
） 「
聖
約
翰
教
会
」『
基
督
教
週
報
』
九
巻
二
三
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
五
日
、
一
一
頁

（
７
） 「
大
阪
約
翰
学
園
」『
基
督
教
週
報
』
一
三
巻
一
三
号
、
一
九
〇
六
年
五
月
二
五
日
、
一
二
頁　

（
８
） 

一
九
〇
八
年
七
月
一
四
日
に
、
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
特
別
演
説
会
で
「
予
が
信
仰
の
理
由
」
と
題
し
て
演
説
し
た
と
の
記
事
は
あ
る
が
（「
大
阪
聖
約

翰
教
会
」『
基
督
教
週
報
』
一
七
巻
二
〇
号
、
一
九
〇
八
年
七
月
一
七
日
、
一
四
頁
）、
演
説
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
９
） 「
奈
古
屋
登
槌
結
婚
一
件
書
類
」
一
九
〇
七
年
四
月
一
〇
日
、
萩
博
物
館
所
蔵
奈
古
屋
家
文
書
七
三

（
10
） 

前
掲
「
奈
古
屋
登
槌
結
婚
一
件
書
類
」

（
11
） 

結
婚
式
の
案
内
状
を
送
付
し
た
な
か
で
、
唯
一
、
陸
前
に
在
住
し
て
い
た
藤
井
銀
四
郎
は
、
か
つ
て
「
人
ノ
言
ニ
惑
ヒ
テ
神
ヲ
潰
ス
コ
ト
勿
レ
人

ニ
依
頼
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
神
意
ニ
委
ネ
ヨ
」
と
記
し
た
書
状
を
奈
古
屋
に
送
り
、
ま
た
別
の
書
簡
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
て

い
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
奈
古
屋
の
入
信
事
情
を
知
り
う
る
人
物
と
目
さ
れ
る
（「
石
巻
肥
料
株
式
会
社
精
算
事
務
所
藤
井
銀
四
郎
発
奈
古

屋
登
槌
宛
書
簡
」
一
九
〇
二
年
一
二
月
三
〇
日
、
萩
博
物
館
所
蔵
奈
古
屋
家
文
書
一
一
〇
）。

（
12
） 

内
務
省
（
一
九
〇
八
）「
感
化
救
済
事
業
講
習
会
修
了
証
」
萩
博
物
館
所
蔵
奈
古
屋
家
文
書
九
七

（
13
） 

奈
古
屋
登
槌
（
一
九
五
九
）「
私
と
教
護
事
業
」『
創
立
五
十
周
年
記
念
誌　

昭
和
三
四
年
一
〇
月
二
三
日
』
兵
庫
県
立
明
石
学
園
、
三
〇
〜
三
三
頁
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（
14
） 

前
掲
奈
古
屋
登
槌
（
一
九
五
九
）「
私
と
教
護
事
業
」

（
15
） 
聖
約
翰
婦
人
会
（
一
九
〇
九
）「
奈
古
屋
登
槌
宛
聖
約
翰
婦
人
会
書
状
」
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
、
萩
博
物
館
所
蔵
奈
古
屋
家
文
書
九
四

（
16
） 
前
掲
奈
古
屋
登
槌
（
一
九
五
九
）「
私
と
教
護
事
業
」

（
17
） 

前
掲
奈
古
屋
登
槌
（
一
九
五
九
）「
私
と
教
護
事
業
」

（
18
） 

奈
古
屋
登
槌
（
一
九
四
〇
）「
回
顧
」
渡
邊
孫
市
編
『
兵
庫
県
立
農
工
学
校
三
十
年
史
』
兵
庫
県
立
農
工
学
校
、
一
九
九
頁

（
19
） 

渡
邊
耕
治
（
一
九
四
〇
）「
家
庭
別
職
員
史
」『
兵
庫
県
立
農
工
学
校
三
十
年
史
』
七
三
〜
七
四
頁

（
20
） 

日
本
聖
公
会
（
一
九
一
五
）『
日
本
聖
公
会
大
阪
聖
約
翰
教
会
会
員
名
簿　

大
正
四
年
五
月
改
正
』

（
21
） 

前
掲
渡
邊
耕
治
（
一
九
四
〇
）『
兵
庫
県
立
農
工
学
校
三
十
年
史
』
一
五
八
〜
二
一
三
頁

（
22
） 

土
山
学
園
（
一
九
〇
九
）「
明
治
四
十
二
年
創
立
以
来　

第
二
要
書
」
兵
庫
県
立
明
石
学
園
所
蔵

（
23
） 

前
掲
土
山
学
園
（
一
九
〇
九
）「
明
治
四
十
二
年
創
立
以
来　

第
二
要
書
」

（
24
） 

渡
邊
耕
治
（
一
九
四
〇
）「
早
崎
春
香
先
生
を
偲
ひ
て
」『
兵
庫
県
立
農
工
学
校
三
十
年
史
』
九
九
頁

（
25
） 

渡
邊
耕
治
（
一
九
四
〇
）「
家
庭
別
職
員
史
」『
兵
庫
県
立
農
工
学
校
三
十
年
史
』
七
三
頁

（
26
） 

前
掲
奈
古
屋
登
槌
（
一
九
五
九
）「
私
と
教
護
事
業
」
三
二
頁

（
27
） 

牧
ノ
原
学
校
（
一
九
一
八
年
七
月
二
日
、
一
九
一
八
年
七
月
六
日
）「
大
正
七
年
度
日
誌
」（
石
原
剛
志
・
二
井
仁
美
・
山
崎
由
可
里
編
二
〇
一
二
『
鹿

児
島
県
立
若
駒
学
園
所
蔵
資
料
１
』
一
五
頁
、
一
六
頁
）

（
28
） 

牧
ノ
原
学
校
（
一
九
二
六
）「
大
正
十
五
年
一
月
一
日
現
在
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
要
覧
」、
牧
ノ
原
学
校
（
一
九
二
九
）「
昭
和
四
年
一
月
一
日

現
在
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
要
覧
」（『
鹿
児
島
県
立
若
駒
学
園
所
蔵
資
料
１
』
二
九
五
〜
二
九
八
頁
）

（
29
） 

前
掲
牧
ノ
原
学
校
（
一
九
二
六
）、
前
掲
牧
ノ
原
学
校
（
一
九
二
九
）

（
30
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
三
月
一
六
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」（
石
原
剛
志
・
二
井
仁
美
・
山
崎
由
可
里
編
二
〇
一
二
『
鹿
児
島
県
立
若
駒
学
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園
所
蔵
資
料
２
』）

（
31
） 
岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
三
月
一
六
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
32
） 
岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
三
月
一
七
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
33
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
三
月
一
八
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
34
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
三
月
一
三
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
35
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
三
月
二
二
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
36
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
四
月
九
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
37
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
四
月
一
〇
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
38
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
八
月
一
四
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
39
） 

伊
佐
眞
一
編
著
（
一
九
九
一
）『
ア
ー
ル
・
ブ
ー
ル　

人
と
時
代
』
伊
佐
牧
子

（
40
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
四
月
一
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
41
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
五
月
二
〇
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
42
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
五
月
二
二
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
43
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
五
月
二
五
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
44
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
五
月
二
七
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
45
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
三
年
一
一
月
二
八
日
）「
大
正
十
二
年
懐
中
日
記
」（
石
原
剛
志
・
二
井
仁
美
・
山
崎
由
可
里
編
二
〇
一
二
『
鹿
児
島
県
立
若

駒
学
園
所
蔵
資
料
２
』）

（
46
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
四
年
一
月
一
〇
日
）「
大
正
十
三
年
懐
中
日
記
」（
石
原
剛
志
・
二
井
仁
美
・
山
崎
由
可
里
編
二
〇
一
二
『
鹿
児
島
県
立
若
駒

学
園
所
蔵
資
料
２
』）
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（
47
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
六
月
二
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
48
） 
岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
八
月
八
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
49
） 
岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
一
〇
月
三
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
50
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
三
年
六
月
二
四
日
）「
大
正
十
二
年
懐
中
日
記
」

（
51
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
三
年
六
月
二
四
日
）「
大
正
十
二
年
懐
中
日
記
」

（
52
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
三
年
四
月
一
五
日
）「
大
正
十
二
年
懐
中
日
誌
」

（
53
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
五
年
二
月
一
一
日
）「
大
正
十
四
年
懐
中
日
記
」（
石
原
剛
志
・
二
井
仁
美
・
山
崎
由
可
里
編
『
鹿
児
島
県
立
若
駒
学
園
所
蔵

資
料
３
』）

（
54
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
一
二
月
七
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」（
生
徒
名
は
伏
せ
て
○
と
し
た
）

（
55
） 

讃
美
歌
委
員
会
編
（
一
九
一
〇
）『
讃
美
歌
集
』
警
醒
社
、
第
二
二
八
番

（
56
） 

讃
美
歌
委
員
会
編
（
一
九
一
〇
）『
讃
美
歌
集
』
警
醒
社
、
第
一
三
七
番

（
57
） 

岩
川
済
一
（
一
九
二
一
年
九
月
八
日
）「
大
正
拾
年
懐
中
日
記
」

（
58
） 

一
連
の
奈
古
屋
校
長
の
行
動
は
、
生
徒
に
愛
情
を
注
ご
う
と
す
る
眼
差
し
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
生
徒
達
に
と
っ
て
、
聖
母
像
な
ど
の
宗
教
画
が
掲
げ
ら
れ
た
講
堂
（
牧
ノ
原
学
園
一
九
九
八
『
創
立
八
〇
年
史　

恵
の

泉
か
ら
』）
に
お
い
て
催
さ
れ
た
牧
ノ
原
学
校
へ
の
「
入
学
洗
足
式
」
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
の
検
討
は
新
た
な
資
料
の
発

見
を
待
ち
た
い
。

（
59
） 

前
掲
牧
ノ
原
学
校
（
一
九
二
六
）
参
照
。

（
60
） 

感
化
教
育
会
（
一
九
二
六
）「
第
十
回
九
州
沖
縄
感
化
院
長
会
議
」『
感
化
教
育
』
七
号
、
一
三
八
〜
一
五
八
頁

（
61
） 

牧
ノ
原
学
校
（
一
九
三
八
）「
昭
和
十
三
年
四
月
一
日
現
在
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
要
覧
」（『
鹿
児
島
県
立
若
駒
学
園
所
蔵
資
料
１
』
二
九
九
〜
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三
〇
一
頁
）

（
62
） 
岩
川
済
一
（
一
九
三
八
）「
昭
和
十
三
年
懐
中
日
記
」、岩
川
済
一
（
一
九
三
八
）「
昭
和
十
四
年
懐
中
日
記
」（『
鹿
児
島
県
立
若
駒
学
園
所
蔵
資
料
４
』）

（
63
） 
岩
川
済
一
（
一
九
三
八
年
八
月
一
二
日
、
九
月
八
日
、
九
月
一
〇
日
、
九
月
一
三
日
、
一
〇
月
一
四
日
、
一
〇
月
一
六
日
）「
昭
和
十
三
年
懐
中
日
記
」

（
64
） 「
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
」
中
部
社
会
事
業
短
期
大
学
編
（
一
九
五
五
）『
輝
く
奉
仕
者　

近
代
社
会
事
業
功
労
者
伝
』「
近
代
社
会
事
業
功
労
者

列
伝
」（『
社
会
福
祉
人
名
資
料
事
典
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
所
収
）、
七
七
四
〜
七
七
五
頁

（
65
） 

牧
ノ
原
学
校
（
一
九
四
三
）「
昭
和
十
八
年
四
月
一
日
現
在
鹿
児
島
県
立
牧
ノ
原
学
校
要
覧
」（『
鹿
児
島
県
立
若
駒
学
園
所
蔵
資
料
１
』
三
〇
二
〜

三
〇
三
頁
）

（
66
） 

岩
川
が
校
長
で
あ
っ
た
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
要
覧
は
、
破
損
し
た
状
態
の
一
九
四
三
年
度
分
以
外
は
未
見
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
期
の
岩
川
の
手

記
は
、
一
九
四
三
年
と
一
九
四
四
年
の
「
職
員
手
帖
」
の
み
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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司
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萩
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史
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